
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る
が
閉
鎖
的
自

己
完
結
型
で
発
展
性
が
な
い
。
「
草
の

模
外
交
」
運
動
は
「
相
互
扶
助
恵
想
」
ノ

を
背
景
に
し
た
非
自
己
完
結
型
ネ
ッ
ト
ー

マ
・
Ｉ
ク
型
の
新
し
い
地
方
の
時
代
の
方

法
論
で
あ
る
。
一
村
或
い
は
一
町
だ
け

で
無
理
な
ら
「
自
治
体
過
疎
連
合
」
と

し
て
展
開
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
Ｊ

盟
羅
新
は
幕
府
の
鎖
国
政
策
の
中
で

自
ら
外
交
権
を
獲
得
し
た
長
州
藩
と
暉

摩
瀋
に
よ
っ
て
先
導
さ
れ
た
と
い
う
歴

史
的
視
点
も
あ
る
。
「
新
し
い
文
明
は

辺
境
の
地
か
ら
興
る
」
。
’
　
　
＼

　
過
疎
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地
方
、

国
そ
し
て
国
際
関
係
を
も
変
え
る
可
能

性
が
あ
る
。
向
山
発
！

　
　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
・

題
字
は
筆
者
）

菅波l茂

几
　
「
国
際
貢
献
」
と
「
地
域
お
こ
し
」
　
は
評
価
さ
れ
な
い
。

は
な
ぜ
直
結
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
地
方
自
治
体
は
国
際
貢
献
の
プ
ロ
ジ

脱
腸
を
し
た
い
。
加
茂
川
町
の
片
山
舜

平
町
長
の
言
葉
が
す
べ
て
を
語
っ
て
い

る
。
「
過
疎
の
自
治
体
は
住
民
が
お
互

い
に
思
い
や
り
の
気
持
を
も
っ
て
い
な

い
と
存
続
が
危
う
い
」
と
。
こ
れ
は
「
相

互
扶
助
思
想
」
の
原
点
で
あ
る
。
「
緊

急
扶
助
と
開
発
の
た
め
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
ー
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
」
に
参

加
し
た
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
ロ
ー
カ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
目
的
は
「
生
活
の
向
上
と

地
域
の
活
性
化
」
で
あ
り
、

‘
基
本
理
念

は
「
相
互
扶
助
思
想
」
で
あ
る
。
即
ち
、

ｔ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
国
際
貢
献
は
「
相

互
扶
助
思
想
」
が
行
動
理
念
で
あ
る
。
。

従
っ
。
て
、
冒
頭
の
「
国
際
貢
献
」
と
「
地
。

域
お
こ
し
」
は
「
相
互
扶
助
思
想
」
に
『

よ
っ
て
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。
理
帚

な
き
行
動
は
国
際
社
会
で
は
積
極
的
に

理念は相互扶助j

＼
意
味
す
る
。
こ
の
時
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
な
ど

上

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
水
先
案
内
を
兼
ね
る
こ
と
’

　
　
に
な
る
。
‐
特
に
「
過
疎
」
に
悩
む
自
治

　
　
体
に
「
摩
の
根
外
交
権
」
を
発
揮
さ
れ

　
　
る
こ
と
を
薦
め
た
い
。
国
際
貢
献
ト
ピ

　
　
ア
構
想
の
現
実
的
側
面
で
も
あ
る
。
ノ

　
　
　
ニ
村
一
品
」
運
動
は
地
方
の
時
代

　
エ
ク
ト
に
直
接
参
加
す

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
草

　
の
根
外
交
」
を
展
開
す

　
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

ニ
ｎ
は
日
本
の
歴
代
の
政

　
権
が
独
占
し
て
い
た
外

　
交
権
を
手
に
入
れ
る
こ

　
と
を
意
味
す
る
。
ヽ
そ
し

　
て
こ
の
「
草
の
根
外
交
」

　
が
地
域
お
こ
し
や
地
域

　
の
活
性
化
を
発
展
さ
す

　
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
即
ち
、
小
規
模
な
地
場

　
産
業
な
ど
自
治
体
の
持

　
っ
て
い
る
人
的
及
び
社

　
会
資
源
の
海
外
事
業
展

開
に
必
要
な
情
報
、
経
験
、
人
間
関
係

な
ど
を
自
治
体
が
直
接
に
得
る
こ
と
を
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